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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

 
井
上
議
員　

県
が
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で

毎
年
開
催
し
て
い
る
福
岡
県
伝
統
的
工

芸
品
展
の
規
模
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
知
事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

９
月
の
展
示
会
に
は
県
内
七
つ
の

伝
統
的
工
芸
品
産
地
か
ら
約
２
０
０
点

が
展
示
さ
れ
た
。
魅
力
を
紹
介
す
る
い

い
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
る
一
方
で
、
よ

り
充
実
さ
せ
る
点
も
あ
ろ
う
か
と
思

う
。
展
示
会
の
規
模
の
拡
大
は
、
小
規

模
の
事
業
所
が
非
常
に
多
く
、
事
業
所

の
外
で
の
活
動
が
難
し
い
と
いっ
た
課
題

も
あ
る
た
め
、
産
地
組
合
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
手
法
が
有
効

か
検
討
を
進
め
た
い
。

 
原
中
議
員　

違
法
伐
採
を
抑
止
す
る

「
合
法
木
材
利
用
促
進
法
」の
制
定
も
踏

ま
え
、
合
法
木
材
の
利
用
促
進
が
県
と

し
て
も
必
要
で
あ
る
。

Ａ　

合
法
木
材
利
用
促
進
法
は
、
違
法

伐
採
が
自
然
環
境
の
破
壊
や
地
球
温
暖

化
を
招
き
、
木
材
市
場
で
の
公
正
な
取

引
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

木
材
関
連
事
業
者
に
よ
る
合
法
伐
採
木

材
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

制
定
さ
れ
、
来
年
５
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
。
現
在
、
国
で
具
体
的
な
運
用
に
つい

て
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
そ

の
情
報
を
収
集
し
、
県
と
し
て
必
要
な

対
応
を
検
討
す
る
。

 
田
辺
議
員　

白
血
病
に
有
効
な
骨
髄

移
植
の
ド
ナ
ー
を
め
ぐ
る
現
状
認
識
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
埼
玉
県
な
ど

８
都
府
県
の
よ
う
に
ド
ナ
ー
に
助
成
を

行
う
市
町
村
に
対
し
て
の
補
助
制
度
を

創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

Ａ　

骨
髄
移
植
の
推
進
に
は
、
ド
ナ
ー

登
録
者
数
の
確
保
が
重
要
な
課
題
。
ド

ナ
ー
の
休
業
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
な
ど
を
目
的
に
助
成
制
度
を
創
設
す

る
市
町
村
や
、
こ
れ
に
補
助
す
る
８
都

府
県
の
動
き
は
承
知
し
て
い
る
。
制
度

を
設
け
て
い
る
都
府
県
に
お
け
る
運
用

の
実
態
、
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
た
い
。

 
大
田
議
員　

市
町
村
が
財
政
上
の
理

由
な
ど
か
ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ

の
措
置
入
所
を
さ
せ
な
い
「
措
置
控
え
」

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
実
態
調
査

し
、
必
要
に
応
じ
て
市
町
村
を
指
導
す

る
べ
き
だ
。

Ａ　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
相
談

件
数
、
困
窮
し
て
い
る
高
齢
者
の
把
握

状
況
、
入
所
判
定
委
員
会
の
開
催
状
況

な
ど
、
入
所
措
置
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
、
措
置
控
え
が
疑
わ
れ
る
場
合
は

当
該
市
町
村
を
個
別
に
指
導
し
て
い

く
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
２
年
に
１

回
の
指
導
監
査
な
ど
の
機
会
に
措
置
控

え
が
な
い
か
も
把
握
す
る
。

 
佐
々
木
議
員　

市
町
村
に
よ
る
指
定

避
難
所
及
び
福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　

熊
本
地
震
に
お
け
る
課
題
と
対
策

を
検
討
し
て
い
る
熊
本
地
震
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、
指
定
避
難
所
運
営
マニュ
ア
ル
の
作

成
指
針
の
策
定
、
福
祉
避
難
所
運
営
マニ

ュ
ア
ル
の
作
成
指
針
の
見
直
し
を
年
度
内

に
行
う
。
そ
の
上
で
、こ
れ
ら
の
指
針
の

市
町
村
へ
の
配
布
や
説
明
会
等
を
実
施

し
、
全
市
町
村
が
作
成
指
針
に
基
づ
き

早
期
に
マ
ニュ
ア
ル
の
作
成
や
必
要
な
見

直
し
を
行
う
よ
う
促
す
。

 
渡
辺
議
員　

児
童
福
祉
法
で
は
政
令

市
も
児
童
自
立
支
援
施
設
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
県
内
の
施
設

は
県
立
福
岡
学
園
の
み
。
都
市
圏
に
お

い
て
保
護
が
必
要
な
子
ど
も
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
福
岡
、
北
九
州
の
両
政

令
市
に
独
自
の
施
設
を
設
置
す
る
よ
う

要
請
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ　

自
立
支
援
に
関
す
る
事
務
に
つ
い

て
両
政
令
市
と
の
間
で
協
定
を
結
ん
で

い
る
。
福
岡
学
園
の
入
所
定
員
は　

人
６０

だ
が
、
過
去
５
年
間
の
入
所
児
童
数
は

平
均
で　

人
を
下
回
っ
て
お
り
、
両
政

３０

令
市
に
設
置
を
要
請
す
る
状
況
に
は
な

い
と
考
え
る
。

 
野
田
議
員　

漁
業
や
林
業
の
分
野
で
、

加
工
や
販
売
に
取
り
組
む
女
性
へ
の
支

援
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
で
は
、
本
年
度
か
ら
女
性
農
業

者
の
み
で
実
施
し
て
い
た
、
展
示
販
売

会
や
起
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
漁
業
者

や
林
業
者
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

加
工
し
た
商
品
や
販
売
先
な
ど
の
情
報

交
換
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
農
林

水
産
業
に
携
わ
る
女
性
の
方
々
が
、
女

性
の
視
点
や
発
想
を
活
か
し
て
起
業
す

る
こ
と
は
、
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今

後
と
も
、
そ
の
活
動
が
広
が
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

 
川
﨑
議
員　

玄
海
原
発
事
故
を
想
定

し
た
広
域
避
難
計
画
の
実
効
性
を
問

う
。
特
に
、
原
発
事
故
と
地
震
等
の
自

然
災
害
が
同
時
発
生
す
る「
複
合
災
害
」

が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
熊

本
地
震
の
発
生
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を

含
め
、
計
画
の
具
体
化
・
充
実
が
必
要

と
考
え
る
。

Ａ　

熊
本
地
震
に
つ
い
て
は
庁
内
関
係

部
局
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
検
討
結
果
や
国
の
原
子
力
災
害
対
策

指
針
等
の
改
定
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要

に
応
じ
、
地
域
防
災
計
画
の
原
子
力
災

害
対
策
編
と
広
域
避
難
基
本
計
画
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

 
西
尾
議
員　

自
動
車
騒
音
・
振
動
対
策

と
暴
走
族
取
り
締
ま
り
、
速
度
違
反
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

環
境
基
準
を
超
え
る
箇
所
を
中
心

に
遮
音
壁
の
設
置
、
沿
道
への
植
栽
、
低

騒
音
舗
装
な
ど
の
対
策
を
実
施
。
加
え

て
、
騒
音
や
振
動
の
発
生
原
因
と
な
り

う
る 
轍 
や
段
差
を
補
修
し
て
い
る
。
爆

わ
だ
ち

音
走
行
す
る
暴
走
族
に
対
し
て
県
警
は

時
間
帯
、
場
所
を
分
析
し
た
上
で
、
徹

底
し
た
取
り
締
ま
り
を
実
施
し
て
い

る
。
速
度
違
反
は
重
点
的
に
取
り
締
ま

る
と
と
も
に
、
道
路
管
理
者
と
連
携

し
、
車
両
速
度
を
抑
制
す
る
た
め
の
道

路
環
境
の
整
備
に
も
努
め
て
い
る
。

 
松
下
議
員　

通
学
路
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
、
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に

入
学
前
の
合
同
点
検
を
市
町
村
教
育
委

員
会
に
働
き
掛
け
る
な
ど
、
安
全
対
策

の
推
進
を
問
う
。

Ａ　

通
学
路
の
合
同
点
検
は
学
校
や
地

域
の
状
況
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
、
時
期

は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
で
き
る
限
り
早
い
時

期
に
実
施
す
る
よ
う
市
町
村
に
指
導
し

て
い
く
。
本
県
で
は
登
下
校
中
の
交
通

事
故
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
他
県
の
重
大
事
故
も
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
道
路
環
境
の
変
化

に
応
じ
た
実
態
把
握
と
安
全
対
策
の
よ

り
一
層
の
推
進
に
努
め
る
。

 
大
塚
議
員　

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
外
国
留

学
奨
学
金
の
継
続
と
対
象
者
の
拡
大
に

つ
い
て
。

Ａ　
こ
の
奨
学
金
は
、
県
内
の 
篤  
志  
家 

と
く 
し 

か

の
方
か
ら
の
３
億
円
の
寄
附
で
基
金
を

創
設
し
実
施
し
て
い
る
。
基
金
の
残
高

は
現
在
約
１
億
８
千
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
、
毎
年
３
人
程
度
の
支
援
を

決
定
し
た
場
合
、
５
年
程
度
継
続
で
き

る
が
、
そ
の
後
の
制
度
継
続
に
は
広
く

寄
附
が
必
要
。
奨
学
金
の
趣
旨
や
実
績

を
広
報
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
活
用
を
含
め
基
金
を
充
実
さ

せ
る
方
法
、
対
象
者
の
拡
大
に
つい
て
検

討
し
た
い
。

 
壹
岐
議
員　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
の
職
員
体
制
が
十
分
で
は
な
い

と
考
え
る
。
訓
練
生
に
対
す
る
支
援
体

制
を
手
厚
く
す
べ
き
。

Ａ　

障
害
者
校
で
は
、
生
活
指
導
員
や

保
健
師
資
格
を
持
つ
健
康
相
談
員
が
体

調
管
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
精

神
科
医
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け

公明党公明党公明党

松下 正治 議員壹岐 和郎 議員

大塚 勝利 議員大城 節子 議員 西尾 耕治 議員

民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団

大田 京子 議員 原中 誠志 議員 　　 　　 　　

田辺 一城 議員

川﨑 俊丸 議員

井上 博隆 議員佐々木 允 議員

渡辺 美穂 議員
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山
口
議
員　

介
護
保
険
制
度
は
、
平

成　

年
４
月
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、
要

２７
支
援
者
の
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
の
保

険
外
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
ら

の
要
介
護
１
、
２
の
締
め
出
し
な
ど
に

よ
り
、
介
護
危
機
が
進
行
し
て
い
る
。

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て
知
事
の
認
識
は
。

Ａ　

今
後
、
高
齢
化
の
一
層
の
進
展
に

伴
い
、
医
療
や
介
護
の
ニ
ー
ズ
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
地
域
に
お
け
る
介
護
の

体
制
や
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能

性
を
確
保
す
る
た
め
、
今
回
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

日本
共産党
日本
共産党
日本
共産党

山口 律子 議員

さ
せ
医
療
機
関
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
相
談
機
関
に
つ
な
い
で
い

る
。
し
か
し
現
行
体
制
で
は
対
応
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
専

門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

 
大
城
議
員　

特
定
行
為
に
係
る
看
護

師
の
研
修
機
関
が
本
県
に
な
い
理
由
は

何
か
。
ま
た
、
福
岡
県
立
大
学
に
設
置

で
き
な
い
か
。

Ａ　

看
護
師
は
国
の
指
定
機
関
で
研
修

を
受
講
す
れ
ば
医
師
の
事
前
の
包
括
的

指
示
に
よ
り
特
定
行
為
を
行
え
る
制
度

が
昨
年
創
設
さ
れ
た
。
県
内
の
看
護
系

大
学
な
ど
に
研
修
機
関
の
設
置
を
働
き

か
け
て
い
る
が
、
医
師
の
確
保
、
協
力
施

設
の
調
整
な
ど
の
問
題
か
ら
、
設
置
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
県
立
大
学
に
研
修
機

関
と
し
て
の
課
程
を
設
置
す
る
に
は
、

医
師
の
確
保
な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
が

あ
り
、
大
学
と
よ
く
協
議
し
た
い
。


